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～令和７年度 牛群検定概況～ 

 

１ ３０５日乳量  

 令和７年の乳用牛群能力検定成績速報がまとまりましたので、その概況をお  

知らせします。令和７年の３０５日乳量は、９，８８９ｋｇと前年度よりも大  

幅に増加しました。繁殖成績は、分娩間隔４２４日（中央値４００日）と昨年  

から４日短縮しました。  

  都府県 ３０５日乳量 ９，８６２ｋｇ 対前年＋１４１ｋｇ  

  北海道 ３０５日乳量 ９，９０１ｋｇ 対前年＋１９２ｋｇ  

  全 国 ３０５日乳量 ９，８８９ｋｇ 対前年＋１７６ｋｇ  

２ 自動搾乳  

 近年の自動搾乳の普及は著しいものがあります。乳量は２回搾乳よりも格段  

に増加します。  

  都府県 ３０５日乳量 １０，９５６ｋｇ 対前年＋２２９ｋｇ  

  北海道 ３０５日乳量 １１，８１３ｋｇ 対前年＋２５４ｋｇ  

  全 国 ３０５日乳量 １１，６９１ｋｇ 対前年＋２５２ｋｇ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

３ 月別検定成績  

 都府県と北海道の泌乳の季節パターンは大きく異なり、都府県は特に夏季の  

暑熱の影響を受け大きく減少します。７年もこのパタ－ンは変わりませんが、  

乳量に関しては、都府県と北海道ともに年間を通して例年の実績を上回る結果  

となりました。乳成分率においても例年をやや上回り推移しています。このこ  

とは乳量を大きく伸ばしたにもかかわらず、乳成分率も微増したことになりま  

す。  

４ 分娩間隔  

 分娩間隔は全国で４２４日と昨年から４日短縮しました。これは過去最も長  

期化した平成２３年の４３８日からみると１４日間もの短縮です。直近、４カ  

年は北海道と都府県ともに短縮傾向となっています。また、３０５日乳量は大  

幅に増加したにもかかわらず、分娩間隔が短縮したことになります。  

  都府県 分娩間隔 ４４１日 対前年－１日  

  北海道 分娩間隔 ４１７日 対前年－５日  

  全 国 分娩間隔 ４２４日 対前年－４日  

５ 性 比  

 北海道ではメス産子が６０．１％、都府県では５８．１％でした。  

平成２５～２６年ごろまではメス産子比率がオスより低くなっていましたが、  

性選別精液の利用が逆転し大幅に増加していることがうかがえます。  

 

  都府県 性比メス ５８．１％ 対前年＋１．６％  

  北海道 性比メス ６０．１％ 対前年＋１．４％  

（相原）  
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